
























































































































































































































































































































































































































































































































































治10年 （1877）から 11年 0878）まで東本願寺別院上海輪番を勤めた。明治初期の東本願寺の海
外布教を考える上で不可紋の人物であり、 当時では西洋と中国を両方体験した唯一の日本人僧侶








翻訳局で成島柳北から学ぶ。明治10年 (1877）から 16年 (1883）まで清国布教事務掛として上海
別院に勤務。この間、食曲園 『東滅詩選Jの編纂に岸田吟香とともに関わり、清国の文人達と交








秋雲、自笑、 自笑人と号し、 居室を自笑観と号し、誼は大乗院。明治10年 (1877)7月から 11年
0878) 5月まで三等説教者兼四等教師として上海別院に在勤。主な著作として、 『支那在勤篠志』

























































































































































57）金沢市・常福寺蔵。『金沢・常福寺歴史資料目録J（註9に掲出）、 「九、書簡日記類」 101頁、 17（書
簡岸田吟香・小野湖山から心泉宛）および同 105頁、 72（書簡 園山大迂から心泉宛）
＊討議要旨
郭南燕氏は、①東本願寺の僧侶たちが、なぜ仏教の本場と思われる中国で布教活動を試みたのか、②
キリスト教（仏蘭斯僧）の布教活動を手本にした理由は何なのか、 ③引用の 「清国教校条規」や『支那在
勤襟jの文中に 「土語」「土人」などの表現が見られるが、これらは差別的意味合いを含んだものなの
か、と質問し、発表者は、 ①小栗栖香頂が渡清した際、予想に反して中国には名僧が少なく、キリス
ト教・イスラム教勢力から仏教を守護しようという意図も理解されなかったから、 ②キリスト教の親
切な奉仕活動が人々の心をつかんでいたので、布教の方法を参考にした、 ③ 「土地の言葉」「土地の人」
という意味であり特段蔑視のニュアンスはない、と回答した。
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